


A . 研 究 目 的

　 「 子 宮 内 膜 症 」 は 本 来 子 宮 内 腔 を 被 う 内 膜 組 織 が 異 所 性 に 存 在 し 、

エ ス ト ロ ゲ ン に よ り 増 殖 、 進 行 す る 疾 患 で あ る 。 子 宮 内 膜 症 は 近 年 増

加 し 、 平 成 9 年 度 厚 生 省 心 身 障 害 研 究 「 リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ヘ ル ス か ら

み た 子 宮 内 膜 症 の 実 態 と 対 策 に 関 す る 研 究 」 に よ れ ば 本 邦 の 子 宮 内 膜

症 受 療 患 者 は 1 2 8 , 1 8 7 人 と 推 定 さ れ 、 1 0 0 万 人 以 上 の 患 者 の 存 在 が 想

定 さ れ て い る 。 子 宮 内 膜 症 で は 月 経 が 発 症 に 関 与 し リ ス ク 因 子 に 関 係

す る 。 具 体 的 に は 初 経 年 令 の 低 下 、 月 経 周 期 の 短 縮 、 月 経 期 間 の 延 長

な ど が 挙 げ ら れ て い る 。 子 宮 内 膜 症 の 増 加 を 女 性 の ラ イ フ ス タ イ ル の

変 化 に よ る と い う 説 明 が あ る 一 方 、 環 境 ホ ル モ ン の 影 響 を 示 唆 す る デ

ー タ も あ る 。 ま た 最 近 免 疫 機 能 の 異 常 や サ イ ト カ イ ン の 関 与 に 対 す る

研 究 も な さ れ て い る 。

　 環 境 ホ ル モ ン に 関 し て は ダ イ オ キ シ ン が 最 も 注 目 を 集 め か つ 子 宮 内

膜 症 発 症 と の 関 連 が 報 告 さ れ て い る 。 ダ イ オ キ シ ン の 1 日 耐 容 摂 取 量

は 厚 生 省 の 基 準 で 1 0  p g / k g / d a y が あ る が 、 ダ イ オ キ シ ン は 母 乳 中 に

相 当 量 ( 1 0 0  p g / k g / d a y ) が 含 有 さ れ て い る 。 一 方 ダ イ オ キ シ ン は サ ル

の 実 験 で 微 量 ( 1 2 6  p g / k g / d a y ) で も 子 宮 内 膜 症 の 病 因 と な り う る 可 能

性 が 示 め さ れ た 。 そ こ で 、 母 乳 哺 育 が 子 宮 内 膜 症 の 発 症 リ ス ク と な る

可 能 性 も 考 え な け れ ば な ら な い 。

　 本 「 女 性 の ラ イ フ ス タ イ ル と 子 宮 内 膜 症 発 生 に 関 す る 研 究 」 で は 、

ま ず 子 宮 内 膜 症 患 者 お よ び 対 照 女 性 に 対 し て 本 人 の 母 乳 保 育 歴 、 月 経

歴 、 妊 娠 分 娩 歴 、 居 住 地 、 食 物 嗜 好 な ど 月 経 頻 度 や 環 境 ホ ル モ ン 被 曝

に 関 連 す る 因 子 を ア ン ケ ー ト 調 査 で 検 討 し 、 加 え て 内 分 泌 学 的 環 境 等

も 評 価 し 子 宮 内 膜 症 の 発 生 要 因 を 抽 出 す る 。 そ れ に 基 づ き 子 宮 内 膜 症

発 症 予 防 対 策 の 創 案 を 最 終 目 的 と す る 。

B . 研 究 方 法

　 子 宮 内 膜 症 患 者 お よ び 対 照 女 性 に 対 し て 本 人 の 母 乳 保 育 歴 、月 経 歴 、

妊 娠 分 娩 歴 、 居 住 地 、 食 物 嗜 好 な ど 月 経 頻 度 や 環 境 ホ ル モ ン 被 曝 に 関

連 す る 因 子 を 盛 り 込 ん だ ア ン ケ ー ト を 作 成 し た （ ア ン ケ ー ト I ） 。 調 査

対 象 は 東 大 産 婦 人 科 で 診 療 を 受 け た 子 宮 内 膜 症 患 者 、 日 本 子 宮 内 膜 症

協 会 会 員 、 一 般 ボ ラ ン テ ィ ア 総 計 6 2 2 1 名 か ら な る 。

　 ア ン ケ ー ト 項 目 お よ び 内 容 は 、 調 査 時 の 年 齢 、 本 人 が 乳 児 だ っ た 時



の 主 な 哺 育 方 法 を 母 乳 、 人 工 乳 、 混 合 、 不 明 の い ず れ か ら 回 答 す る 。

母 乳 と す る 基 準 は 主 と し て 母 乳 保 育 で あ っ た 期 間 が 3 ヶ 月 以 上 の も の

と し た 。 母 乳 に は 高 濃 度 の ダ イ オ キ シ ン が 含 有 さ れ る こ と か ら 、 母 乳

保 育 さ れ た も の は 乳 児 期 の ダ イ オ キ シ ン 被 曝 が 大 で あ る と 考 え ら れ る 。

主 な 居 住 地 は 都 道 府 県 の 単 位 で 回 答 す る 。 子 宮 内 膜 症 発 生 の 地 域 差 を

み る こ と を 目 的 と し た 。 食 物 の 嗜 好 は 食 物 か ら の ダ イ オ キ シ ン 摂 取 量

を 反 映 す る と 考 え 、 ア ン ケ ー ト 項 目 に 加 え た 。 食 物 の 好 み は 魚 、 肉 、

野 菜 お よ び ど ち ら と も い え な い か ら 回 答 す る こ と と し た 。 初 経 は 初 経

時 の 年 令 で 回 答 す る 。 月 経 周 期 は 順 ま た は 不 順 、 結 婚 は し て い る 、 し

て い な い か ら 選 択 す る 。 妊 娠 、 分 娩 、 分 娩 し た 場 合 、 母 乳 哺 乳 経 験 を

そ れ ぞ れ 回 数 で 回 答 す る 。 子 宮 内 膜 症 の 診 断 は い 、 い い え で 、 は い と

答 え た 場 合 の 診 断 方 法 は い わ ゆ る 臨 床 的 子 宮 内 膜 症 （ 臨 床 症 状 や 外 来

で の 診 療 に よ る ） か 正 確 な 子 宮 内 膜 症 の 診 断 （ 腹 腔 鏡 ま た は 開 腹 手 術

に よ る ） か を 確 認 す る 。 手 術 で 診 断 さ れ た 子 宮 内 膜 症 の 場 合 進 行 期 を

聴 取 し た 。

　 ア ン ケ ー ト I よ り 女 性 の ラ イ フ ス タ イ ル と 子 宮 内 膜 症 発 生 の 間 に は

関 連 が あ る と す る 成 績 を 得 た 。 そ こ で よ り 正 確 な 検 討 を 要 す る と 判 断

し 、 ア ン ケ ー ト I I を 計 画 し た 。 ア ン ケ ー ト I I は 別 紙 の よ う に よ り 詳 細 、

具 体 的 に 病 歴 を 聴 取 す る と と も に コ ン ト ロ ー ル ス タ デ ィ ー と し た 。

C . 研 究 成 績

　 ア ン ケ ー ト 対 象 と な っ た ボ ラ ン テ ィ ア 、 日 本 子 宮 内 膜 症 協 会 会 員 、

東 大 病 院 患 者 の 実 数 を 図 1 に 示 し た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 5 4 1 8 名 中 3 1 7 名

す な わ ち 5 . 8 5 ％ は 子 宮 内 膜 症 （ 臨 床 子 宮 内 膜 症 を 含 む ） の 診 断 を 受 け

て い た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の 非 子 宮 内 膜 症 患 者 5 1 0 1 名 お よ び 日 本 子 宮 内 膜

症 協 会 会 員 で 非 子 宮 内 膜 症 患 者 を 合 わ せ た 5 1 0 8 名 を 対 照 群 と し た 。 子

宮 内 膜 症 の 診 断 が 腹 腔 鏡 ・ 開 腹 手 術 に よ っ て な さ れ た 子 宮 内 膜 症 群 は

6 0 5 名 、 臨 床 的 子 宮 内 膜 症 患 者 は 6 0 8 で そ れ ぞ れ 図 1 下 段 に 示 し た 。

　 本 人 が 乳 児 だ っ た 時 の 主 な 保 育 方 法 が 母 乳 の も の が 子 宮 内 膜 症 群 、

臨 床 的 子 宮 内 膜 症 群 、 対 照 群 で み る と そ れ ぞ れ 5 1 . 0 、 5 5 . 3 、 6 1 . 5 ％ で

あ っ た （ 図 2 上 段 ） 。 こ れ よ り 、 母 乳 保 育 の 割 合 は 子 宮 内 膜 症 群 で も

っ と も 低 く 、 対 照 群 で も っ と も 高 く 、 統 計 的 に も 有 意 で あ っ た 。 母 乳 、

人 工 乳 、 混 合 で 保 育 さ れ た も の に お け る 子 宮 内 膜 症 患 者 の 割 合 も 　 　



図 2 下 段 に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 8 . 1 、 1 0 . 7 、 1 2 . 2 ％ で 母 乳 保 育 で も っ

と も 低 か っ た 。 相 対 的 に 高 い ダ イ オ キ シ ン の 被 曝 を 受 け た と 考 え ら れ

る 母 乳 哺 育 者 に お い て 子 宮 内 膜 症 発 症 の リ ス ク は 高 く な い こ と が 示 唆

さ れ た 。 逆 に 母 乳 は 子 宮 内 膜 症 の 発 症 を 低 下 さ せ る 可 能 性 も 考 え ら れ

る 。 こ れ は 母 乳 が 優 れ た 栄 養 源 で あ り か つ 、 少 な く と も 過 去 に お い て

安 全 性 に 問 題 が な か っ た こ と を 支 持 す る デ ー タ と 考 え ら れ る 。

　 ボ ラ ン テ ィ ア 5 4 1 8 名 の 居 住 地 は 全 国 の 都 道 府 県 に ま た が り 、 子 宮 内

膜 症 の 発 症 率 に 地 域 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 食 物 か ら の ダ イ オ キ シ ン

摂 取 量 は 魚 、 肉 、 野 菜 の 順 に 高 い と 考 え ら れ て い る 。 子 宮 内 膜 症 群 で

回 答 の あ っ た 5 8 1 名 中 魚 と 答 え た 者 は 2 0 . 1 ％ で 対 照 群 （ 非 子 宮 内 膜 症 ）

の 2 1 . 5 ％ と 大 き な 差 異 を 認 め な か っ た 。 し か し 肉 類 と 回 答 し た も の の

割 合 は 子 宮 内 膜 症 群 で 有 意 に 高 か っ た （ 表 1 ） 。 反 対 に 対 照 群 で は 野

菜 類 と 答 え た も の が 有 意 に 高 か っ た 。

　 初 経 年 令 は 対 照 群 5 0 4 4 名 で は 1 2 . 8 ± 1 . 3 に 対 し て 子 宮 内 膜 症 6 0 5

名 で は 1 2 . 3 ± 1 . 3 で 0 . 5 年 の 差 で あ る が 有 意 に 子 宮 内 膜 症 群 が 低 か っ

た 。月 経 周 期 の 順 ま た は 不 順 は 、順 調 と 答 え た 者 が 対 照 群 4 9 9 0 名 中 3 9 6 4

名 で 7 9 . 4 ％ で あ り 、 子 宮 内 膜 症 5 9 3 名 中 の 4 8 8 名 の 8 2 . 3 ％ と 有 意 な

差 異 は 認 め ら れ な か っ た 。月 経 困 難 症 の 割 合 は 対 照 群 で 5 7 . 6 ％ で あ り 、

子 宮 内 膜 症 の 8 7 . 0 ％ と 比 べ る と 後 者 で 統 計 的 に 有 意 に 高 い 。 月 経 困 難

症 の 程 度 は 子 宮 内 膜 症 群 で は 鎮 痛 剤 を 服 用 し て も 日 常 生 活 に 支 障 が あ

る と 答 え た 者 が 3 0 . 2 ％ に 上 り 、 対 照 群 の 3 . 6 ％ に 比 較 し て 有 意 に 高 か

っ た 。

　 未 婚 、 既 婚 の 割 合 は 子 宮 内 膜 症 群 と 対 照 群 で 差 を 認 め な か っ た 。 妊

娠 、 分 娩 数 は 対 照 群 で そ れ ぞ れ 2 . 3 回 と 1 . 8 回 で あ る の に 対 し 、 子 宮

内 膜 症 群 で は そ れ ぞ れ 1 . 6 回 お よ び 1 . 1 回 で 子 宮 内 膜 症 群 で 低 値 で あ

っ た 。 分 娩 し た 場 合 の 母 乳 哺 乳 経 験 数 は 図 3 の よ う に 対 照 群 で 高 く 、

子 宮 内 膜 症 で は 低 い 傾 向 が 認 め ら れ た 。

D . 考 察

　 子 宮 内 膜 症 患 者 の 割 合 は 生 殖 年 令 に あ る 女 性 の 5 ％ に 上 る と い わ れ

る が 、 今 回 ボ ラ ン テ ィ ア 5 4 1 8 名 中 子 宮 内 膜 症 と い わ れ た 者 の 数 3 1 7

名 は 5 . 8 5 ％ に 相 当 し 、 臨 床 子 宮 内 膜 症 を 含 む 子 宮 内 膜 症 の 頻 度 が 高 い

こ と を 実 証 し た こ と に な る と 考 え ら れ る 。 子 宮 内 膜 症 は こ の 2 0 な い し



3 0 年 の 間 に 増 加 の 一 途 を た ど っ て い る と い わ れ る 。 こ の 原 因 は 女 性 の

ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 に よ る と 説 明 さ れ る 。 す な わ ち 子 宮 内 膜 症 は エ

ス ト ロ ゲ ン 依 存 性 の 疾 患 で 、 初 経 年 令 の 低 下 、 月 経 周 期 の 短 縮 、 月 経

期 間 の 延 長 な ど は リ ス ク 因 子 と し て 挙 げ ら れ て い る 。 近 年 日 本 で も 女

性 の い わ ゆ る 晩 婚 化 、 出 産 年 令 の 高 齢 化 や 少 子 化 に よ り 月 経 を 経 過 す

る 回 数 が 増 加 し こ れ が 子 宮 内 膜 症 の リ ス ク を 高 め る と い う も の で あ る 。

今 回 の 調 査 で も 子 宮 内 膜 症 群 で 初 経 年 令 が 低 い こ と 、 妊 娠 、 出 産 回 数

な ど こ の 説 明 に 矛 盾 し な い 成 績 が 得 ら れ た 。 た だ し こ れ ら の 因 子 に つ

い て は 複 合 す る 点 も あ り 、 文 献 的 に も 必 ず し も 一 致 し た 見 解 が 示 さ れ

て い る わ け で は な い 。 従 っ て ケ ー ス コ ン ト ロ ー ル ス タ デ ィ ー に よ る よ

り 正 確 な 評 価 が 必 要 で あ り 、 ア ン ケ ー ト I I は そ の よ う な 観 点 か ら 作 成

し た 。

　 も う 一 つ 注 目 す べ き 点 と し て こ の 数 十 年 間 で 環 境 中 に 増 加 し て い る

内 分 泌 撹 乱 物 質 の 影 響 が あ る 。 内 分 泌 撹 乱 物 質 は エ ス ト ロ ゲ ン の 作 用

を 撹 乱 す る た め 、 エ ス ト ロ ゲ ン 依 存 性 疾 患 で あ る 子 宮 内 膜 症 の 発 症 や

増 悪 に 関 係 し な い か と い う 推 論 で あ る 。 そ の 中 で ダ イ オ キ シ ン と 子 宮

内 膜 症 の 関 連 が 特 に 注 目 を 集 め た の は 、 R i e r ら の 報 告 に よ る 。 す な わ

ち 彼 ら は 赤 毛 サ ル に 4 年 間 ダ イ オ キ シ ン を 投 与 、 そ の 後 1 0 年 間 経 過 を

観 察 し た と こ ろ 無 投 与 群 、 連 日 1 2 6  p g / k g / d a y 相 当 投 与 群 、 6 3 0

p g / k g / d a y 相 当 投 与 群 で 子 宮 内 膜 症 の 発 生 率 は 各 々 2 / 6（ 3 3 ％ ） 、 5 / 7

（ 7 1 ％ ） 、 6 / 7 （ 8 6 ％ ） で ダ イ オ キ シ ン の 投 与 量 に 比 例 し て 増 加 を 認

め た 。 重 症 度 も 用 量 反 応 的 に 増 加 し た 。 な お 6 3 0  p g 群 で は 腸 管 狭 窄 な

ど 子 宮 内 膜 症 が 原 因 で 死 亡 し た も の も 含 ま れ て い た 。 こ の 実 験 か ら ダ

イ オ キ シ ン が 子 宮 内 膜 症 の 発 症 に 関 係 な い し 症 状 の 進 行 を 促 進 す る 可

能 性 が 示 唆 さ れ た 。 た だ し 子 宮 内 膜 症 の 発 症 が 対 照 群 で も 3 3 ％ と ヒ ト

の 発 症 率 よ り 高 い こ と 等 一 概 に 比 較 で き な い 点 に も 留 意 す る 必 要 が あ

る 。 ま た こ の 結 果 か ら は 、 ダ イ オ キ シ ン が 直 接 的 に 子 宮 内 膜 症 の 発 症

や 進 行 に 関 与 し た の か 、ま た は ダ イ オ キ シ ン が 雌 サ ル の 生 殖 能 を 低 下 、

流 産 、 死 産 等 を 起 こ し 、 そ の 結 果 二 次 的 に 子 宮 内 膜 症 が 起 き た の か は

不 明 で あ る 。

　 日 本 に お け る ダ イ オ キ シ ン の 許 容 摂 取 量 と し て は 厚 生 省 の 耐 容 一 日

摂 取 量 1 0 p g / ｋ g / 日 が あ る 。 さ ら に 1 9 9 8 年 W H O は 1 - 4 p g /  ｋ g 重 量

/ 日 を 奨 め て い る 。 と こ ろ が ダ イ オ キ シ ン は 脂 肪 中 に 蓄 積 さ れ 、 母 乳 中



に は 非 常 に 高 濃 度 に 含 有 さ れ る 。 母 乳 の ダ イ オ キ シ ン 量 か ら 試 算 す る

と 乳 児 の 摂 取 量 は 5 0 な い し 1 0 0 p g / ｋ g 重 量 / 日 と な り 基 準 を は る か に

超 過 し て い る 。 母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン の 乳 幼 児 の 発 育 へ の 影 響 は も ち

ろ ん 、 小 児 期 や 成 人 に 達 し て か ら の 健 康 へ の 影 響 が 危 惧 さ れ る 。 先 に

述 べ た よ う に ダ イ オ キ シ ン は 先 の 赤 毛 サ ル の 実 験 で 微 量 ( 1 2 6

p g / k g / d a y ) で も 子 宮 内 膜 症 の 病 因 と な り う る 可 能 性 が 示 め さ れ た 。 最

も 少 な い ダ イ オ キ シ ン の 負 荷 量 で 発 生 し た 疾 患 が 子 宮 内 膜 症 と い う こ

と も で き る 。 そ こ で 、 本 人 が 母 乳 保 育 で 育 ち 乳 児 期 に ダ イ オ キ シ ン に

被 曝 し た こ と が 後 々 の 子 宮 内 膜 症 の 発 症 リ ス ク と な り う る か ア ン ケ ー

ト 調 査 で 明 ら か に し よ う と し た 。 そ の 結 果 は 図 2 に 示 し た よ う に 、 対

照 群 の 母 乳 保 育 の 割 合 が 子 宮 内 膜 症 群 よ り 高 か っ た 。 こ れ よ り 母 乳 保

育 に よ り 相 対 的 に 高 い ダ イ オ キ シ ン の 被 曝 を 受 け る こ と は 子 宮 内 膜 症

発 症 の リ ス ク と は な ら な い こ と が 示 唆 さ れ た 。 逆 に 母 乳 は 子 宮 内 膜 症

の 発 症 を 予 防 す る 可 能 性 も あ り 、 母 乳 が 優 れ た 栄 養 源 で あ り か つ 、 少

な く と も 過 去 に お い て 安 全 性 に 問 題 が な か っ た こ と を 支 持 す る デ ー タ

と 考 え ら れ る 。 な お 図 2 上 の 成 績 で 臨 床 的 子 宮 内 膜 症 群 が 子 宮 内 膜 症

群 と 対 照 群 の 中 間 の 値 を 示 す こ と は 、 臨 床 的 子 宮 内 膜 症 群 に は 実 際 に

子 宮 内 膜 症 の 患 者 で あ る 場 合 と 症 状 は 子 宮 内 膜 症 に 類 似 す る が 子 宮 内

膜 症 の 病 変 を 欠 く 場 合 を 含 ん で い る こ と に 起 因 す る と 考 え ら れ る 。

　 図 3 で 母 乳 保 育 を お こ な う こ と が 子 宮 内 膜 症 の リ ス ク を 下 げ る 可 能

性 が 示 唆 さ れ た 。 こ れ に は 2 つ の 説 明 が あ り う る 。 一 つ は 授 乳 期 間 が

あ る こ と に よ っ て 無 月 経 の 期 間 が 延 長 し 、 そ の 結 果 と し て 子 宮 内 膜 症

の リ ス ク 因 子 で あ る 月 経 の 経 験 回 数 が 減 少 す る こ と で あ る 。 も う 一 つ

は 母 乳 保 育 に よ る 母 親 の ダ イ オ キ シ ン 量 の 減 少 で あ る 。 母 乳 保 育 に よ

り 母 親 の ダ イ オ キ シ ン 濃 度 が 減 少 す る こ と は 実 証 さ れ て い る 。 ダ イ オ

キ シ ン が 子 宮 内 膜 症 の リ ス ク 因 子 で あ る と す れ ば 、 母 乳 保 育 経 験 者 に

子 宮 内 膜 症 が 少 な い こ と を 説 明 す る こ と に な る 。 た だ し 、 子 宮 内 膜 症

と ダ イ オ キ シ ン の 関 係 は 十 分 に 解 明 さ れ て お ら ず 、 ひ と つ の 仮 説 に す

ぎ な い 。 そ の 検 証 に は 先 に 述 べ た ケ ー ス コ ン ト ロ ー ル ス タ デ ィ ー が 不

可 欠 で あ る 。

　 子 宮 内 膜 症 の 主 な 症 状 は 月 経 困 難 症 で あ る 。 今 回 の 調 査 で も 子 宮 内

膜 症 群 で は 月 経 困 難 症 を 有 す る 者 が 8 7 . 0 ％ と 高 く 、 し か も 月 経 困 難 症

の 程 度 も 鎮 痛 剤 を 服 用 し て も 日 常 生 活 に 支 障 が あ る と 答 え た 者 が



3 0 . 2 ％ に 上 り 、 女 性 の Q O L を 著 し く 損 な う 疾 患 で あ る こ と が 浮 き 彫 り

に な っ た 。 本 研 究 は 第 一 段 階 を 終 了 し た と こ ろ で あ る が 、 今 後 子 宮 内

膜 症 の 発 症 予 防 対 策 の 手 が か り を 模 索 す る こ と も 視 野 に い れ て 、 女 性

の ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 あ る い は 内 分 泌 撹 乱 物 質 を 含 め た 環 境 ホ ル モ

ン 因 子 に 着 目 し て 研 究 を 展 開 す る 必 要 が あ る と 痛 感 さ れ た 。 な お 今 回

の 子 宮 内 膜 症 を 指 標 と し た 研 究 成 績 か ら 母 乳 の 安 全 性 が 示 唆 さ れ た が 、

動 物 実 験 で は 胎 盤 や 母 乳 か ら 次 世 代 に わ た っ た 微 量 の ダ イ オ キ シ ン が

各 種 性 機 能 に 障 害 を 与 え て い る 成 績 は 無 視 で き ず 、 母 乳 を こ れ 以 上 の

ダ イ オ キ シ ン 類 の 汚 染 か ら 守 り 、 そ の 安 全 性 を さ ら に 検 証 す る 取 り 組

み は 必 要 と 考 え ら れ る 。

E . 結 論

　 子 宮 内 膜 症 の 発 症 に は 月 経 に 関 連 し た 諸 因 子 等 を 通 じ て 女 性 の ラ イ

フ ス タ イ ル の 変 化 が 深 く 関 与 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 母 乳 に ダ イ オ

キ シ ン が 高 濃 度 で あ る こ と お よ び 動 物 実 験 で 微 量 の ダ イ オ キ シ ン 負 荷

に よ り 子 宮 内 膜 症 の 発 症 が み ら れ る こ と か ら 母 乳 保 育 と 子 宮 内 膜 症 に

つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 母 乳 保 育 は 子 宮 内 膜 症 の リ ス ク を 下 げ る こ

と が 示 唆 さ れ て 、 母 乳 の 安 全 性 を 裏 付 け る こ と が で き た 。
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ア ン ケ ー ト I

対 象

東 大 産 婦 人 科 で 診 療 を 受 け た 子 宮 内 膜 症 患 者

日 本 子 宮 内 膜 症 協 会 会 員

一 般 ボ ラ ン テ ィ ア

ア ン ケ ー ト 項 目 お よ び 内 容

① 年 齢 　 　 　 　 才

② あ な た が 乳 児 だ っ た 時 の 主 な 授 乳 方 法 は （ 1 つ だ け 選 ん で く だ さ い ）

1.母 乳 　 2.人 工 乳 　 3.混 合 　 4.不 明

③ あ な た が 今 ま で 主 に 住 ん で い た 都 道 府 県 は 　 　 　 　

④ 比 較 的 多 く 摂 取 し て い る と 思 わ れ る 食 品 は （ 1 つ だ け 選 ん で く だ さ い ）

1.魚 　 2.肉 　 3.野 菜

⑤ 初 経 は 何 才 で し た か 　 　 　 才

⑥ 月 経 の 周 期 は 　 1.順 　 2.不 順

⑦ 月 経 の 時 に 痛 み （ 生 理 痛 ） な ど が あ る か 　 1.は い 　 2.い い え

⑧ ⑦ で は い と 答 え た 方 に お 尋 ね し ま す

　 1.鎮 痛 剤 な し で も 我 慢 で き る

　 2.鎮 痛 剤 を 服 用 す る

　 3.鎮 痛 剤 を 服 用 し て も 日 常 生 活 に 支 障 が あ る

⑨ あ な た は 結 婚 し て い ま す か 　 1.し て い る 　 2.し て い な い

⑩ 妊 娠 さ れ た こ と の あ る 方 に お 尋 ね し ま す

　 （ １ ） 今 ま で に 何 回 妊 娠 さ れ ま し た か 　 　 　 回

　 （ ２ ） 分 娩 さ れ た の は 何 回 で す か 　 　 　 　 　 回

⑪ 経 産 婦 の 方 に お 尋 ね し ま す

　 母 乳 を 与 え た こ と が あ り ま す か 　 　 1.は い 　 2.い い え

⑫ ⑪ で は い と 答 え た 方 に お 尋 ね し ま す

　 1 ヶ 月 以 上 母 乳 を 与 え た お 子 さ ん は 何 人 い ま す か 　 　 　 人

⑬ 今 ま で に 子 宮 内 膜 症 と 診 断 さ れ た こ と が あ り ま す か 　 1.は い 　 2.い い え

⑭ ⑬ で は い と 答 え た 方 に お 尋 ね し ま す

ど の 様 な 検 査 方 法 で 子 宮 内 膜 症 と 診 断 さ れ ま し た か

1.臨 床 症 状 や 外 来 で の 診 療 に よ る

2.腹 腔 鏡 ま た は 開 腹 手 術 に よ る

⑮ 手 術 で 診 断 さ れ た 方 に お 尋 ね し ま す

進 行 期 は ど れ く ら い で し た か

1.I 期 　 2.II 期 3.III 期 　 　 4.IV 期














